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. はじめに
ナラ枯れ (ブナ科樹木萎凋病) は, カシノナガキクイ
ムシ (Platypus quercivorus) (以下, カシナガ) が媒
介する病原菌 Raffaelea quercivora (以下, ナラ菌) に
より引き起こされる. ナラ枯れの被害は拡大の一途にあ
り, 愛知県でも近年被害が顕在化しており1). 知多半島
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Abstract: The prevention effect for Japanese oak wilt by different antimicrobial injection density was experimented.
A large amount of Platypus quercivorus was collected on two types of trap trees compared to control trees. Mortality
of moderate and mass attacked trees was 50%, 40% on high, normal injection density, respectively. Therefore, high in-
jection density would not lower tree-death ratio.






















の低濃度殺菌剤 (ウッドキング SP, サンケイ化学社製)




















大学美浜キャンパス内の ｢ふくしの森｣ とした. ふくし
の森の面積は約 8haで, コナラ (Quercus serrata) を








引木を設けるため, 2016 年 5 月 9 日に調査エリア内で
可能な限り場所に偏りのないようにコナラ未加害木 32
本を選定し, そのうちの半分の 16 本 (4 本/ha) を誘引
木 (誘引剤を設置する木), 残りの半分を対照木 (誘引
剤を設置しない木) とし, 誘引木に高濃度剤を注入した
(写真 1). 注入密度を, 誘引木のうち 8 本は 2 倍とし
(以下, 誘引木 (2 倍)), 8 本は通常とした (以下, 誘引
木 (通常)). 殺菌剤を浸透させるため約 2週間後の 5月
23 日に, 2 種の誘引木にカシナガを集中させる誘引剤の
フェロモン (カシナガコール, サンケイ化学社製) とカ






シート (カシナガホイホイ, アース製薬社製) を設置し
た. 調査期間を 5月 23 日～9 月 26 日までとし, 期間内
に計 6回粘着シートを回収し, 捕殺虫を計数した (写真
3).
さらに, 2016 年 9 月 26 日および 11 月 14 日に, 枯死
(写真 4) の有無と加害度 (目視では加害が認められな
いものを 0, 樹幹に少数の穿入孔が認められるものを 1,
樹幹に一定数の加害がフラス (木屑) は根元付近に限ら
れるものを 2, 樹幹に大量の穿入孔が認められ (マスア
タックされており) 地面一面にフラスが堆積しているも











統計解析には IBM SPSS Statistics 24.0 for Windows
(IBM SPSS, Tokyo, Japan) を用いた.
. 結果と考察
2 種の誘引木におけるカシナガ捕殺虫数の推移につい
ては, 殺菌剤の注入密度によらず, 6 月 6 日～6月 27 日
の期間をピークとして, その後どちらも減少したが, 8
月 28 日～9月 26 日の期間でともにやや増加した. 一方,
対照木では期間を通して捕殺虫数が少なく, 8 月 8 日ま
での期間ではほとんど捕殺されなかったが, 8 月 8 日～
9月 26 日の期間では一定数捕殺された (図 1).
誘引木と対照木で捕殺数を比較すると, 6 月 6 日～8
月 8 日の期間で, 誘引木 (2 倍) と対照木間で有意差が
認められた (p＜0.05). 誘引木 (通常) と対照木間では,
加害初期の 5 月 23 日～6 月 6 日の期間と 6 月 27 日～7
月 18 日の期間で有意差が認められた (p＜0.05). 一方,
8 月 8 日以降は, 2 種の誘引木と対照木間でいずれも有
意差は認められなかった (p＞0.05). 2 種の誘引木とも,










写真 誘引木に設置したフェロモン () と
カイロモン (エタノールチューブ) ()
写真 カシナガの加害によって枯死したコナラ
推察される. 2 種の誘引木間では, 平均値としては誘引
木 (2 倍) の方が全体として高かったが, すべての期間
で有意差は認められなかった (p＜0.05) (図 1). 以上
のことから, 殺菌剤の注入密度は, カシナガの誘引には
大きな影響は与えず, 注入密度に関わらず, 先行研









ころ, 誘引木 (2 倍) では, 8 本のうち加害度 3が 3本,
加害度 2 が 5 本で,すべてが加害度 2 以上で, 枯死木は
加害度 3で 3本, 加害度 2で 1本と, 枯死する可能性が
ある加害度 2 以上10)における枯死率は 50％であった.
誘引木 (通常) では, 8 本のうち加害度 3が 1 本, 加害
度 2が 4 本, 加害度 1が 3 本と枯死する可能性がある加
害度 2以上が 5 本と 62.5％を占め, 枯死木は加害度 3で
1 本, 加害度 2で 1 本と, 加害度 2 以上における枯死率
は 40％で誘引木 (2 倍) と有意差は認められなかった
(p＞0.05). 一方, 対照木では, 16 本のうち加害度 2 は
7 本, 加害度 1は 3 本, 加害度 0は 6 本であったが, 枯
死木はなく, 加害度 2 以上の枯死率は 0％で, 2 種の誘




考えられる. 加害度 2に関しては, 誘引木 (2 倍) で 20
％, 誘引木 (通常) で 25％と, 中程度加害においても
注入密度を高めることで枯死を著しく抑制する効果は認
められなかった. 一方, 対照区では, マスアタックされ
たものがなく, 枯死率は 0％であった. また, 加害度 2
の 7本も, そのほとんどが晩夏から秋にかけて加害され




本研究の結果から, 森林内に 4～5 本/ha程度のおと













処理区 処理木本数 0 1 2 3 枯死本数 枯死率 (％)
誘引木 (2 倍) 8 0 0 5 3 4 50％a
誘引木 (通常) 8 0 3 4 1 2 40％a
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